














































































15 ４ 馬越恭平 井上保次郎 今西林三郎 浮田桂造
14 ３ 田中平八 岡崎栄次郎 金沢仁兵衛
13 ４ 今村清之助 浅野総一郎 近藤喜禄 弘世助三郎
12 ３ 原善三郎 岡本治助 土居通夫
11 ９ 菊池長四郎 若尾幾造 木谷七平 外山脩造 広瀬満正
11 ９ 肥塚与八郎 山本亀太郎 中野貫一 瀧兵右衛門
10 11 荘田平五郎 中沢彦吉 小野金六 原六郎 真中忠直








17 ４ 渡辺福三郎 馬越恭平 浅野総一郎 藤本清兵衛
16 ３ 安田善次郎 若尾幾造 平沼延治郎
15 ２ 大谷嘉兵衛 馬場道久
14 ２ 中沢彦吉 瀧沢喜平治
13 ６ 根津嘉一郎 賀田金三郎 牧口義矩 手塚五郎平 大橋新太郎 田中市太郎
12 ５ 喜谷市郎右衛門 雨宮敬次郎 安田善三郎 田島信夫 田中源太郎
11 ５ 小野金六 浮田桂造 平沼専蔵 今西林三郎 奥田正香











兼任役員回数 人数 名前１ 名前２ 名前３ 名前４ 名前５
62 １ 加島安治郎
50 １ 渡辺勝三郎





34 ２ 大島要三 吉村鉄之助
33 １ 藤本清兵衛
32 ２ 白石元治郎 柵瀬軍之佐
31 ２ 浅野泰治郎 芹沢多根
30 １ 今西林三郎
29 ２ 浅野総一郎 鈴木久次郎
28 ２ 吉野周太郎 大倉喜八郎
27 ３ 星野錫 若尾璋八 藤田謙一
25 １ 藤井善助
24 ４ 藤山雷太 鈴木紋次郎 賀田金三郎 佐藤二郎
23 ５ 山口誠太郎 山本留次 横山俊二郎 藤崎三郎助 西谷小兵衛
22 ４ 根津嘉一郎 大葉久吉 太田清蔵 山田三平
21 ７ 熊沢一衛 橋本信次郎 門野重九郎 南郷三郎 山田久右衛門
21 ７ 川上佐太郎 顔雲年
20 ９ 安田善之助 高橋徳之助 渡辺藤吉 渡辺甚吉 伊沢平左衛門






ユルゲン・コッカは，The Rise of the Modern Industrial Enterprise in Germanyの中で，日本と
同様に，複数の会社役員であった事実を指摘している4）。ドイツでは，1870年以降，会社の統
治機構は２重の構造であったという。企業のトップには取締役会があったが，その機能は，監




 4） Jürugen Kocka, “The Rise of the Modern Industrial Enterprisein Germany,” in Alfred D. Chandler Jr., Herman Daems 
（eds.）, Managerial Hierarchies – Comparative Perspectives on the Rise of Modern Industrialize Enterprise-, 1980, 
Harvard University Press.
表４　『昭和11年版日本全国諸会社役員録』において20社以上で役員であった人物













26 ３ 高島菊次郎 小倉正恒 野口喜一郎
25 １ 鈴木紋次郎
23 ２ 松永安左ヱ門 南郷三郎
22 ７ 安田善五郎 中野金次郎 河西豊太郎 浅野八郎 藤原銀次郎
22 ７ 清水栄次郎 野口遵
21 ３ 岩崎清七 今井五介 下出義雄





































 5） Idid., p.91.
 6） Maurice Lévy-Leboyer, “The Large Corporation in Modern France,” in Alfred D. Chandler Jr., Herman Daems （eds.）, 



















































































































































































































































知多紡績（株） 取 取 監 取 愛知 綿紡績 1,000,000 1896 知多郡半田町
丸三麦酒（株） 監 常取 取 取 取社 愛知 醸造業 600,000 1896 知多郡半田町
（株）半田米穀
商品株式取引所 理長 理 監 理 愛知 取引所 30,000 1894 知多郡半田町
共同（資） 業担社 監 愛知 陸上輸送 11,000 1894 知多郡半田町






































































































































































次元の human nexus に基づく倫理は，『恥の倫理』とも称され得るが，むしろ，『役割期待の倫
理』とよぶほうがふさわしいように思える」と結論する。即ち，日本人の行動の根底にあった
３次元の価値観は，「役割期待の倫理」として規制するようになったと言う。従って，「役割期
待の倫理」は，日本人を規定していた規律すべてを含んでいたことに注意しなければいけない。
この行動規範が地域社会にまで及び，また，地域内での序列，家格や所得などに応じた序列，
個人や家業よりも地域経済を優先することを求められる圧力などを考える時，地域の資産家，
時には名望家と言われた人物は，こうした「役割期待」を背負いながら，近代的な事業に着手
したのではなかろうか。
おわりに
以上の分析を踏まえて，冒頭に掲げた問題提起を日本経営史研究の中に位置づけて，まとめ
ておきたい。ケーススタディという研究方法をとる経営史においては，対象とする事例が特殊
なものなのか，それとも広範に見られるものなのかを考える必要がある。また，その事例が日
本固有のものか否かという点も同様である。そのためには，先進諸外国での事例，研究成果の
みならずアジアや中南米など経済発展の後発国での事例も考慮に入れなければならない。しか
しながら，これまで日本経営史の研究では，こうした世界的な視野から論じる姿勢にやや欠け
ていたと言わざるをえない。こうした視点から研究を進めることによって，これまでとは違っ
た国際比較が可能となろう。いずれにしろ，一般化への道筋を求めることが不可欠である。
本稿では，企業家ネットワークの存在と特徴を，日本全国で見られたという空間的な普遍性，
明治31年から昭和11年まで見られたという時間的継続性，更には，多数の会社役員を勤めてい
るという特徴はドイツやフランスでも見られたという共通性について，明らかにした。今後，
ドイツ，フランス，日本で見られた兼任役員という実態の分析が求められよう。今後の課題と
したい。
日本経営史研究には，いかなる時期であれ，どのような対象であれ，日本が置かれた特徴を
起点として分析する必要があろう。そうでないと，即自的（アンジッヒ）に，現象をただ記述
するだけのもので終わってしまう。企業や経営者，更には登場する主体の合理性を，彼らが内
面に持っている価値理念から説明出来なければ，一国の経営史研究とは言えないであろう。こ
れまで，「日本的経営」に代表されるように，日本経営史の研究では，「日本的」と冠して日本
固有の価値観，行動様式，企業形態などの研究が進められてきた。こうした研究成果に基づい
て，これまでの財閥史研究から個別の産業，企業分析に至るまで，再考する必要があろう。そ
の際，「日本的」という特質を客観的に明らかにしてきたのは，外国の研究者であったことに
注意すべきである。本稿で記した，ラフカディオ・ハーン，ライシャワー，ルース・ベネディ
34） 同上論文，43～44ページ。特に，「役割期待」という概念を提唱したことに，改めて賛意を表したい。本
文で記した小栗三郎の取った行動は，役割期待という概念から説明するのが相応しいように思える。しか
も，役割期待という概念は，絶対的な基準がなく，それらが所属する集団や地域的な関連に対応して，い
かようにも変幻するものである。それゆえに，当事者にとっては，自らが行動を起こさなければならなく
なるという，周囲からの見えない圧力を感じた末に決断と行動を迫られるものでもあった。
「企業家ネットワーク」を日本経営史研究に位置づけるための試論（鈴木）
17
クト，最近では，ドーア，アベグレンなどである。これは偶然ではない。彼らには，日本の研
究を始める前に既に自国の研究を通して，日本を理解する基準が出来ているからであろう。そ
れゆえ，どこが日本的なのか，どこが特異な分野なのかを明らかにし得たと思われる。例えば，
ギリシャ生まれの母親を持ち，自らもギリシャで生まれたラフカディオ・ハーンは，『神国日
本』の中で，日本の神話をギリシャ神話と比較している。「神道の場合，古いギリシアの信仰
と同様で，死ぬことは超人的力をもつことになってくる－つまり超自然的方法で幸福を授けた
り，不幸を与えたりする力をもつようになるのである」35）とし，死者の支配を論じる。そうして，
日本社会の前近代的な特徴を記している。「実はこの国の社会状態はいまだに，キリスト以前
幾世紀前のギリシアやラテンの社会の状態に似通った段階にいるのである。なるほど鉄道，電
信，精巧な近代的武器，またあらゆる種類の近代的科学は導入されてはいるけれども，実はい
まだに事物の根本的秩序の変革というところまでには及んでいない。表面的崩壊は，急速に進
んでいる。新しい機構はどしどし造られている。しかしその社会的事情は，南ヨーロッパでキ
リスト教が導入されるはるか以前の状態にひどく類似しているままである」36）と断言している。
そうであれば，表面的な成果，経済的な達成だけではなく，その根底にある日本的価値理念，
行動規範を明らかにする必要があろう。そして，それに関わらせて，「日本的」と名付けられ
る分野へ進む必要があろう。
本稿では，上から，横から，下からのという３つの圧力を通して発揮する「役割期待」を主
要な行動規範であるとし，この「役割期待」による地域への経済活動を「企業家ネットワーク」
を理解する上での指針としてきた。今後，こうした，日本的価値理念，行動規範を踏まえた日
本経営史研究が深化することを密かに願っている。
35） ラフカディオ・ハーン，前掲書，25ページ。
36） 同上書，283ページ。

